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北
嶺
会
の
会
員
の
皆
様
、
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
年
も
北

高
の
中
央
並
木
の
桜
は
き
れ
い
に
咲

き
ほ
こ
り
、
生
徒
達
や
地
域
の
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
平
成
二
十
九
年
度
は
色
々

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
一
番
大
き

な
事
は
、
北
高
創
立
八
十
周
年
記
念

式
典
を
十
一
月
二
十
二
日
に
行
っ
た

こ
と
で
す
。
記
念
講
演
の
講
師
に
日

本
男
子
体
操
監
督
、
水
鳥
寿
思
氏
を

迎
え
北
高
の
在
校
生
に
こ
れ
か
ら
成

長
し
て
い
く
上
で
本
当
に
た
め
に
な

る
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
三
森
大
輔
君
が
入
間
川
部
屋

に
入
門
し
た
事
で
す
。
北
高
か
ら
は

三
人
目
の
力
士
誕
生
に
な
り
ま
す
。

活
躍
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
続
い
て
は
平
成
十
一
年
度
卒
業
の

望
月
和
哉
さ
ん
が
平
昌
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
（
パ
ラ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
）

に
出
場
し
た
こ
と
で
す
。
五
人
目
の

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日
に
行

わ
れ
た
北
嶺
会
入
会
式
で
は
、
昭
和

四
十
六
年
度
卒
の
山
田
五
郎
さ
ん
に

「
記
者
と
人
と
の
出
会
い
」

と
い
う
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
二
百
三
十
三
名

の
新
会
員
も
講
話
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た

事
は
今
年
度
か
ら
始
め
た

「
北
高
未
来
応
援
金
」
の
成

果
で
す
。
難
し
い
こ
と
が
あ

り
、
名
前
は
出
せ
ま
せ
ん
が

非
常
に
多
く
の
方
か
ら
ご
協

力
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
百

万
円
を
超
え
る
ご
寄
付
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
お
陰
で
創
立
八
十
周

「
北
高
未
来
応
援
金
」

北
嶺
会
会
長
　
渡
　
邊
　
一
　
敏
　

と　　き：平成30年５月20日（日）
と こ ろ：クリスタルホール・パテオン　
会　　費：男性 5,500 円　女性 3,500 円
　（前売券）男性 5,000 円　女性 3,000 円

受　付： 1 3 時

総　会： 1 4 時

懇親会： 1 5 時
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年
記
念
事
業
、
卒
業
記
念
品
、
部
活

動
支
援
そ
し
て
エ
ア
コ
ン
設
置
の
た

め
の
積
立
金
に
活
用
で
き
ま
し
た
。

「
終
身
会
費
」と「
北
高
未
来
応
援
金
」

に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
活
動

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
二
百
四
十
六
名
の
生
徒
が

入
学
し
ま
し
た
。新
入
生
が
そ
し
て
、

二
年
生･

三
年
生
が
安
心
し
て
高
校

生
活
が
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
北

嶺
会
は
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
会
員

の
皆
様
、
今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

の
協
力
に
感
謝

平成 29 年８月　北高上空より
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富
士
宮
北
高
創
立
八
十
周
年
記
念

式
典
が
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月

二
十
二
日
富
士
宮
市
民
文
化
会
館
に

お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
富
士
宮
北
校
は
、
昭
和
十
二
年

に
望
月
軍
四
朗
翁
に
よ
り
創
立

さ
れ
、
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
に

二
万
三
千
三
百
人
の
卒
業
生
を
輩

出
、
現
在
は
普
通
科
・
商
業
科
を
合

わ
せ
七
百
二
十
名
の
生
徒
が
学
ん
で

い
ま
す
。

記
念
講
演
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
第
三
部
で
は
、
「
明
日
に
向
か
っ

て
」
と
題
し
て
、
富
士
宮
北
高
八
十

年
の
歩
み
を
生
徒
代
表
が
紹
介
。
さ

ら
に
、
普
通
科
・
商
業
科
・
運
動
部
・

文
化
部
・
生
徒
会
の
代
表
五
人
に
よ

り
、
学
校
生
活
の
今
と
未
来
に
向
け

た
抱
負
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
全
員
で
「
北
嶺
讃
歌
」

を
斉
唱
し
式
典
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
式
典
第
二
部
と
し
て
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
２
０
１
６
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
大
会
体
操
男
子
日
本
代
表
監
督

の
水
鳥
寿
思
氏
に
「
～
最
高
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
本
物
に
な

る
～
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を
い
た

　
式
典
に
は
来
賓
の
方
々
、
同
窓
会

役
員
、
教
職
員
、
在
校
生
、
保
護
者

ら
関
係
者
約
千
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
式
典
は
三
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第

一
部
で
は
実
行
委
員
長
・
同
窓
会

（
北
嶺
会
）
の
渡
邊
一
敏
会
長
が
挨

拶
に
立
ち
、
「
こ
れ
ま
で
の
苦
悩
と

葛
藤
、
感
動
が
今
に
至
る
歴
史
を

作
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
百
周
年
に

向
け
、
北
高
が
ど
の
様
な
方
向
に
進

ん
で
ゆ
く
べ
き
か
、
一
同
一
丸
と

な
っ
て
真
剣
に
考
え
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
過
去
へ
の

感
謝
を
忘
れ
ず
、
未
来
へ
と
挑
戦
を

続
け
て
い
こ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
次
に
南
昌
明
校
長
が
式
辞
を
述

べ
、
来
賓
祝
辞
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　
来
賓
祝
辞
で
は
、
神
田
県
教
育
委

員
会
教
育
長
代
理
、
望
月
富
士
宮
育

英
財
団
理
事
長
（
創
立
者
望
月
軍
四

朗
の
孫
）
、
須
藤
富
士
宮
市
長
が
そ

れ
ぞ
れ
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　
祝
電
披
露
の
後
、
生
徒
を
代
表
し

て
鈴
木
亜
優
生
徒
会
長
が
挨
拶
。

　
第
二
部
は
、
水
鳥
寿
思
氏
に
よ
る

実行委員長・北嶺会 渡邊会長あいさつ

水 鳥 寿 思 氏

だ
き
ま
し
た
。
氏
は
慶
應
義
塾
大
学

総
合
政
策
学
部
で
専
任
講
師
も
務
め

て
お
ら
れ
ま
す
。

　
講
演
の
中
で
は
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
五
輪
体
操
男
子
で
日
本
チ
ー
ム

を
三
大
会
ぶ
り
の
団
体
金
メ
ダ
ル
に

輝
か
せ
た
過
程
を
映
像
を
交
え
て
お

話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
過
程

に
流
れ
る
も
の
は
、
正
に
演
題
の
と

お
り
、
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

発
揮
し
本
物
に
な
る
、
そ
れ
を
い
か

に
自
分
た
ち
の
も
の
に
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
そ
し
て
講
演
の
中
で
聴
講
す
る

北
高
生
に
向
け
て
語
り
掛
け
て
く
だ

さ
っ
た
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に

出
会
う
こ
と
、
努
力
す
る
過
程
で
の

柔
軟
な
発
想
と
自
己
評
価
、
質
の
高

い
練
習
を
自
ら
計
画
し
継
続
す
る
こ

と
、
そ
れ
ら
の
こ
と
こ
そ
が
「
本
物
に

な
る
」
た
め
の
道
と
の
言
葉
に
、
ま

た
自
ら
は
一
歩
引
き
選
手
を
前
面
に

出
し
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
徹
し
た
と
い

う
氏
の
人
柄
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
励
む

生
徒
を
は
じ
め
と
し
て
全
生
徒
、
ま

た
Ｏ
Ｂ
も
実
に
刺
激
を
い
た
だ
い
た

す
ば
ら
し
い
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　
水
鳥
寿
思
氏記

念
講
演
　

　
十
一
月
二
十
二
日
、
私
た
ち
の
学
校

で
は
、
創
立
八
〇
周
年
記
念
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
第
一
部
で
は
、
全
校
生

徒
と
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の

方
々
の
前
で
、
生
徒
代
表
と
し
て
挨
拶

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
緊
張
も
し
ま

し
た
が
、
自
身
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
第
二
部
で

は
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
体
操
選
手
の
水

鳥
寿
思
さ
ん
の
講
演
会
が
あ
り
、
自
身

の
経
験
か
ら
、
私
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
一

つ
一
つ
の
言
葉
に
重
み
が
あ
り
、
私
自

身
も
頑
張
ろ
う
と
奮
い
起
こ
さ
れ
ま
し

創
立
八
〇
周
年
記
念
式
典
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
徒
会
長
　
鈴
　
木
　
亜
　
優

た
。
第
三
部
で
は
、
生
徒
会
の
手
で
、

北
高
の
八
〇
年
の
歴
史
を
発
表
し
ま
し

た
。
私
た
ち
が
生
活
を
送
る
北
高
の
歴

史
を
振
り
返
る
と
、
改
め
て
こ
の
富
士

宮
北
高
校
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
努

力
の
結
晶
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
「
北
高
生
」
と
い
う
こ
と
に
、
今

ま
で
以
上
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
な
り

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
記
念
す
べ
き
式

典
を
通
し
て
、
先
輩
方
が
築
き
あ
げ
た

も
の
を
引
き
継
ぐ
と
共
に
、
私
た
ち
も

先
輩
方
の
よ
う
に
歴
史
に
残
る
よ
う
な

学
校
を
創
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

富
士
宮
北
高
等
学
校

　
創
立
八
十
周
年
記
念
式
典
開
催

−

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日

−
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望 月 和 哉 氏

　
三
森
君
は
、
卒
業
前
の
二
月
五

日
、
富
士
宮
北
高
に
て
大
相
撲
・
入

間
川
部
屋
へ
入
門
す
る
事
の
記
者
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
見
の
中
、
入
間
川
親
方
、
南
校

長
、
相
撲
部
の
市
川
顧
問
教
諭
を
前

に
「
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
恩
返

し
が
出
来
る
よ
う
、
が
ん
ば
り
ま

す
。
」
と
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　
当
初
は
大
学
進
学
を
考
え
て
い
た

が
、
元
関
脇
栃
司
の
入
間
川
親
方
に

熱
心
に
誘
わ
れ
入
門
を
決
断
。
富
士

宮
北
高
か
ら
は
十
二
年
振
り
の
角
界

入
り
で
、
先
輩
に
は
元
十
両
立
富
士

が
お
り
良
い
目
標
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
三
森
君
は
小
・
中
学
校
と
サ
ッ

カ
ー
一
筋
で
あ
っ
た
が
、
中
学
校
の

時
三
年
間
相
撲
の
地
区
大
会
に
出
場

し
、
三
年
生
の
時
に
県
大
会
で
三
位

の
好
成
績
を
挙
げ
る
。
そ
の
時
に
相

撲
の
面
白
さ
に
触
れ
、
富
士
宮
北
高

入
学
と
同
時
に
相
撲
部
に
入
部
。

　
二
年
生
で
全
国
高
校
総
体
出
場
、

三
年
生
で
東
海
高
校
総
体
個
人
三

位
、
高
等
学
校
相
撲
金
沢
大
会
出

場
、
選
抜
高
校
相
撲
十
和
田
大
会
出

場
と
い
う
立
派
な
成
績
を
残
し
て
い

ま
す
。

　
身
長
百
七
十
二
セ
ン
チ
、
体
重

百
五
キ
ロ
と
力
士
と
し
て
は
小
柄
な

体
だ
が
、
五
十
メ
ー
ト
ル
を
六
秒
九

で
走
る
な
ど
運
動
能
力
は
高
い
。

　
入
間
川
部
屋
に
は
、
中
学
の
先
輩

宮
乃
富
士
（
富
岳
館
高
校
卒
）
が
兄

弟
子
と
な
り
、
さ
ら
に
百
六
十
二
セ

ン
チ
・
百
三
十
四
キ
ロ

で
幕
内
の
土
俵
を
務
め

た
事
の
あ
る
三
島
市
出

身
の
磋
牙
司
も
所
属
し

て
い
ま
す
。

　
入
間
川
親
方
は
「
ま
ず
は
相
手
の

圧
力
に
耐
え
ら
れ
る
体
力
を
つ
け
る

事
」
と
基
礎
固
め
に
重
点
を
置
く
指

導
方
針
を
伝
え
ま
し
た
。

　
三
森
君
は
「
五
年
以
内
に
十
両
に

な
る
事
を
目
標
に
頑
張
り
た
い
」
と

親
方
の
前
で
元
気
に
語
り
、
未
来
へ

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
三
月
一
日
の
卒
業
式
の
後
、
三

森
君
は
大
相
撲
・

入
間
川
部
屋
に
入

門
、
無
事
新
弟
子

検
査
に
も
合
格
し

富
士
宮
北
高
三
人

目
の
力
士
と
な
り

ま
し
た
。
春
場
所

中
の
三
月
十
五
日

に
は
新
序
一
番
出

世
を
果
た
し
、
夏

場
所
か
ら
「
序
の

口
」
と
し
て
土
俵

に
上
が
り
、
番
付

に
し
こ
名
が
載
る

こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
富
士
宮
北
高
卒
業
生
の
望
月
和
哉

選
手
は
、
平
昌
冬
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
パ
ラ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代

表
と
し
て
出
場
し
た
。

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
前
の
二
月

十
四
日
、
母
校
富
士
宮
北
高
に
お
い
て

望
月
選
手
の
壮
行
会
が
開
か
れ
た
。

　
北
高
一・
二
年

生
約
四
百
八
十

名
が
花
束
贈
呈

や
応
援
団
に
よ

る
応
援
で
望
月

選
手
の
活
躍
に

温
か
い
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

　
壮
行
会
で

は
、
南
昌
明
校

長
が
挨
拶
に
立

ち
、
富
士
宮
北

高
か
ら
五
人
目

と
な
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
と
な
る
栄
誉
を
称
え
、

大
会
で
の
活
躍
に
期
待
を
述
べ
た
。

　
続
い
て
鈴
木
亜
優
生
徒
会
長
、
渡

邊
一
敏
北
嶺
会
会
長
に
よ
り
望
月
選

手
へ
の
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。

　
激
励
を
受
け
た
望
月
選
手
は
、

「
皆
さ
ん
の
応
援
が
力
に
な
り
ま

す
、
い
い
試
合
が
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
」
と
活
躍
を
誓
い
、
感
謝
を

述
べ
た
。

　
望
月
選
手
は
、
北
高
三
年
の
時
交

通
事
故
で
左
足
を
切
断
。
そ
の
後
パ

ラ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
に
出
会
い
、
八

年
前
の
二
十
八

歳
の
時
に
競
技

を
始
め
、
現
在

は
三
島
市
役
所

に
勤
め
な
が
ら

パ
ラ
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー

ム
・
長
野
サ
ン

ダ
ー
ス
の
ゴ
ー

ル
キ
ー
パ
ー
と

し
て
活
躍
し
て

い
る
。

岳陽新聞　２月７日掲載

平
成
二
十
九
年
度
卒
業
生

平
成
十
一
年
度
卒
業
生

三
森
大
輔
君
“
力
士
”
と
な
る

大
相
撲
「
入
間
川
部
屋
」
に
入
門

望
月
和
哉
選
手

　
平
昌
冬
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
! !

（
パ
ラ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
）
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二
月
二
十
八
日
（
水
）
、
二
百
三
十
三
名
の
卒
業
生
が
北
嶺
会
に
入
会
し
ま
し

た
。
入
会
式
に
お
い
て
生
徒
代
表
が
入
会
の
挨
拶
。
式
の
後
、
記
念
講
演
と
し
て
山

田
五
郎
氏
（
昭
和
四
十
六
年
度
卒
）
よ
り
「
記
者
と
人
と
の
出
会
い
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
北
嶺
会
入
会
に
際
し
、
渡
邊
会
長

よ
り
歓
迎
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
生
徒
代
表
の
清

由
利
奈
さ
ん
が
入
会
の
挨
拶
、
決
意

を
の
べ
ま
し
た
。
次
に
全
文
を
掲
載

し
ま
す
。

「
降
り
注
ぐ
日
差
し
は
、
日
ご
と
に

　
山
田
五
郎
氏
は
、
共
同
通
信
社
で

の
記
者
活
動
を
通
じ
て
得
た
貴
重
な

経
験
か
ら
、
卒
業
生
に
人
と
の
出
会

い
に
つ
い
て
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
田
氏
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
ま
し
た
。

「
近
隣
国
と
の
外
交
的
軋あ

つ

轢れ
き
、
中
近

東
で
の
軍
事
衝
突
、
Ｅ
Ｕ
社
会
の
右

傾
化
な
ど
、
今
は
非
常
に
危
う
い
時

生
徒
代
表
挨
拶

清
　
由
利
奈

記 

念 

講 

演

温
か
く
な
り
、
旅
立
ち
と
別
れ
の
季

節
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
三
年
前
、
真
新
し
い
制
服
に
身
を

包
み
、
北
高
の
門
を
く
ぐ
り
、
中
央

道
の
桜
の
美
し
さ
に
感
動
し
た
あ
の

日
が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

　
毎
日
授
業
に
真
剣
に
取
り
組
ん
だ

日
々
や
、
皆
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き

た
北
嶺
祭
、
常
に
仲
間
と
過
ご
し
て

き
た
時
間
は
、
い
つ
に
な
っ
て
も
心

の
中
で
輝
き
、
一
生
忘
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で

す
。
辛
い
時
も
嬉
し
い
時
も
共
に
過

ご
し
、
ど
ん
な
こ
と
も
一
緒
に
乗
り

越
え
た
バ
レ
ー
部
の
仲
間
、
汗
を
流

し
ボ
ー
ル
を
追
い
続
け
た
日
々
は
、

私
の
一
番
の
思
い
出
で
す
。

　
私
た
ち
、
二
百
三
十
三
名
そ
れ
ぞ

れ
が
、
有
意
義
な
高
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え

に
先
生
方
の
御
指
導
と
同
窓
会
の
皆

様
方
の
御
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
こ
富
士
宮
北
高
校
で
学
ん
だ
こ

と
を
誇
り
に
思
い
、
自
信
を
持
っ
て

努
力
す
る
こ
と
を
お
誓
い
す
る
と
と

も
に
、
今
後
も
御
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
入
会
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日
」

記
者
と
人
と
の出会

い
代
。
一
つ
間
違
え
ば
、
あ
な
た
方
は

性
別
に
関
係
な
く
、
戦
い
の
最
前
線

に
行
か
さ
れ
る

―
そ
ん
な
時
代
の

中
に
い
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中

で
み
な
さ
ん
に
贈
る
言
葉
は
二
つ
。

『
し
っ
か
り
生
き
ろ
』
と
い
う
こ
と
。

も
う
一
つ
は
『
し
っ
か
り
遊
べ
』
と
い

う
こ
と
。
私
の
記
者
活
動
の
中
で
、

一
浪
中
、
し
っ
か
り
遊
ん
だ
経
験
が
、

今
も
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。

　
記
者
と
な
っ
て
多
く
の
人
と
出

会
っ
た
。
良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ

け
人
と
の
出
会
い
は
、
接
し
方
だ
け

で
な
く
、
価
値
観
や
問
題
の
把
握
、

考
え
方
な
ど
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く

れ
た
。
こ
れ
か
ら
あ
な
た
方
は
多
く

の
人
と
出
会
い
、
多
く
の
こ
と
を
学

ぶ
と
思
う
。
人
と
の
出
会
い
を
大
切

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
時
代
は
個
人
の
考
え
方
を
し
っ
か

り
持
つ
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
も
新
聞
や
多
種
多
様
な
本

を
読
み
、
日
ご
ろ
か
ら
文
章
を
書
く

こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
自
分

の
考
え
方
を
築
く
上
で
、
必
ず
役
に

立
つ
。

　
も
う
一
つ
、
一
人
で
悩
ま
な
い

で
、
人
生
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
も

常
に
競
い
合
い
、
互
い
を
発
憤
さ
せ

て
く
れ
る
仲
間
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
あ
な
た
が
た
が
地
元

を
は
じ
め
社
会
に
大
小
に
関
わ
り
な

く
恩
返
し
の
で
き
る
人
に
な
っ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
の
つ
た
な
い
話
を
ご

清
聴
い
た
だ
い
た
平
成
二
十
九
年
度

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
こ
の
よ
う
な

機
会
を
設
け
て
い
た
だ
い
た
渡
邊
一

敏
北
嶺
会
会
長
は
じ
め
、
南
昌
明
校

長
先
生
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
了
）
」

北
嶺
会
入
会
式

　
昭
和
四
十
六
年
度
卒

　
　
共
同
通
信
社
記
者

山
田
　
五
郎 

氏

山田五郎氏  プロフィール
　北高卒業後、明治学院大学
入学・中退。社団法人共同通信
編集局庶務部に入り、政治部、
ラジオテレビ局、企画部、報
道部、大阪支社、名古屋支社、
本社映像音声部などに勤務。
　この間約 300 人のインタ
ビューを経験する。
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入 会 金　
会　　費　　  
雑 収 入　　
繰 越 金　
合　　計　

事 業 費　
運 営 費　　
管 理 費　   
収支剰余金　
積 立 金　   
そ の 他　　  
合　　計　

収入の部

支出の部

2,868,000
12,000

233,743
606,795

3,720,538

1,560,350
884,120
70,037

178,031
1,000,000

28,000
3,720,538

北
嶺
会
総
会
・
懇
親
会

　
平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
八
日
（
日
）
、
平
成
二
十
九
年
度
の
北
嶺
会

総
会
と
懇
親
会
が
、
大
富
士
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
終
了
後
、
当
番
幹
事
（
昭
和
五
十
五
年
度
卒
）
の
尽
力
に
よ

る
懇
親
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

28年度会計報告 

　
昭
和
五
十
九
年
度
卒

安
喰
由
紀
子

　
五
十
歳
の
節
目
を
迎
え
た
せ
い

か
、
高
校
時
代
が
懐
か
し
く
な
り
、

友
人
と
「
北
嶺
会
」
の
懇
親
会
に
参

加
し
た
。
大
富
士
交
流
セ
ン
タ
ー
に

は
、
九
十
歳
以
上
に
な
る
一
期
生
の

大
先
輩
、
子
連
れ
の
マ
マ
た
ち
、
平

成
生
ま
れ
等
が
集
っ
て
い
た
。

　
当
時
の
あ
だ
名
が
飛
び
交
う
中
、

焼
き
立
て
の
焼
き
そ
ば
や
山
盛
り
の

お
刺
身
を
つ
ま
み
に
、
懷
か
し
い
話

に
花
が
咲
く
。
幹
事
は
、
五
十
五
歳

に
な
る
昭
和
五
十
五
年
度
の
卒
業

生
。
食
べ
物
、
飲
み
物
の
用
意
か
ら

楽
し
い
ゲ
ー
ム
・
お
み
や
げ
ま
で
、

企
画
・
運
営
を
一
手
に
引
き
受
け
、

百
名
以
上
の
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
た
。

　
そ
し
て
、
何
よ
り
心
に
残
っ
た
の

が
『
北
嶺
讃
歌
』
の
斉
唱
だ
。
前
奏

を
き
い
た
だ
け
で
、
あ
の
頃
に
戻
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
時
代
は
違
う
け
れ
ど
、
同
じ
場
所

で
過
ご
し
た
仲
間
た
ち
が
集
ま
り
、

過
去
の
歌
を
「
未
来
に
届
け
」
と
願

う
よ
う
に
歌
っ
た
。
「
何
か
あ
っ
た

ら
助
け
る
よ
。
同
窓
生
だ
か
ら
ね
」

と
、
心
の
中
で
手
を
つ
な
ぎ
な
が

ら
。

会場風景 会長挨拶校長挨拶 受付風景

 　「北高未来応援金」への募金協力　
　　　誠にありがとうございました  北嶺会会長　渡邊一敏 平

成
二
十
九
年
度

総　　会

懇
親
会
に
参
加
し
て
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第
四
十
四
回  

親
睦
会
・
墓
参
の
お
誘
い

関
東
北
嶺
会
だ
よ
り

代
表
世
話
人
　
須
　
藤
　
哲
　
志

五
月
二
十
六
日（
土
）

　
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た

だ
き
関
東
支
部
親
睦
会
は
四
十
四

回
目
を
迎
え
ら
れ
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
も
恒
例
の
親
睦
食

事
会
及
び
本
校
創
立
者
・
望
月
軍

四
郎
先
生
の
青
山
墓
地
墓
参
を
実

施
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
て
方
・
女
性
の
皆
様
も
お

気
軽
な
気
持
ち
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
多
く
の
卒
業
生
が
北
嶺

会
に
入
会
さ
れ
た
一
方
、
本
校
の

文
武
両
道
の
精
神
が
た
く
ま
し
く

活
か
さ
れ
、
本
年
の
「
平
昌
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
五
人
の
目
の
選
手

を
輩
出
し
た
。
ま
た
、
角
界
入
り

三
人
目
・
入
間
川
部
屋
へ
入
門
し

た
三
森
大
輔
君
も
期
待
し
た
い
。

　
同
門
で
は
富
岳
館
高
（
元
農
高
）

出
身
の
宮
乃
富
司
峻
も
所
属
。

　
時
々
思
い
だ
し
ま
せ
ん
か
北
高

の
三
年
間
。

　
い
つ
も
、
北
の
空
を
見
上
げ
る

と
嶺
峰
富
士
が
私
達
の
未
来
に
幸

せ
を
下
さ
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
思
を
残
し
関
東
に
出

ら
れ
た
皆
様
、
人
生
様
々
な
節
目
に

こ
そ
関
東
北
嶺
会
に
結
集
し
同
窓

の
仲
間
と
故
郷
を
語
り
ま
せ
ん
か
。

　
母
校
の
開
校
は
八
十
一
年
前
で
、

さ
ら
な
る
一
〇
〇
年
を
迎
え
る
た

め
に
も
北
嶺
会
の
強
い
結
束
で
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
学
校
統
廃
合

か
ら
守
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

皆
様
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

　
名
簿
等
の
不
備
で
案
内
状
を
お

送
り
出
来
な
い
場
合
が
あ
ま
す
。

　
ご
面
倒
で
す
が
お
気
軽
に
幹
事

長
ま
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

　
詳
し
い
資
料
を
お
送
り
致
し
ま

す
。

　
遠
藤
幹
事
長
携
帯
電
話

　
０
９
０

−

１
９
９
８

−

５
０
４
７

■
皆
様
、
青
山
墓
地
へ

行
き
ま
せ
ん
か
。

　
今
あ
る
自
分
に
感
謝
し
本
校
創

立
者
・
望
月
軍
四
郎
先
生
の
青
山

墓
地
墓
参
に
ご
一
緒
に
参
り
ま
せ

ん
か
。

　
当
日
、
ご
都
合
等
で
墓
参
出
来

な
い
方
は
直
接
懇
親
会
場
に
お
出

掛
け
下
さ
い
。

○
青
山
墓
地
墓
参
（
自
由
参
加
）

　
午
前
十
時
四
十
分
（
雨
天
決
行
）

・
集
　
合
…
青
山
墓
地
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
住
所

：

港
区
南
青
山

　
　
　
　
　
二
―
三
十
二
―
二

○
親
睦
会

・
開
　
場
…
十
一
時
三
十
分

・
場
　
所
…
霞
が
関
ビ
ル
三
十
五
階

　
　
　
　
　
「
東
海
大
学
会
館
」

　
　
　
　
　
け
や
き
の
間

・
住
　
所
…
千
代
田
区
霞
が
関

　
　
　
　
　
三
―
二
―
五

・
電
　
話
…
０
３
―
３
５
８
１
―
０
１
２
１

・
最
寄
駅
…
地
下
鉄
銀
座
線
虎
ノ
門
駅

　
　
　
　
　
十
一
番
出
口
徒
歩
八
分

　
　
　
　
　
　
※
経
路
複
雑 
三
十
六
階
建

　
　
　
　
　
　
　
の
霞
が
関
ビ
ル
を
目
標

・
会
　
費
…
男
性
五
千
五
百
円
　
　

　
　
　
　
　
女
性
・
二
十
歳
以
下
・

　
　
　
　
　
学
生
三
千
円

　
田
子
の
浦
支
部
が
発
足
し
て
か

ら
、
早
い
も
の
で
今
年
で
二
十
年

を
迎
え
ま
す
。

　
毎
年
懇
親
会
を
開
催
し
、
会
員

同
志
の
交
流
を
図
っ
て
お
り
ま
す

が
、
学
生
時
代
の
思
い
出
や
地
区

で
の
活
動
の
話
な
ど
で
会
話
も
弾

み
、
と
て
も
楽
し
い
会
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
昨
年
の
懇
親
会
に
は
北
嶺
会
会

長
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
大
変

有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
昨
年
よ
り
、
桜
の
季

節
に
母
校
訪
問
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
卒
業
以
来
行
く
こ
と
の
な

か
っ
た
母
校
の
、
し
か
も
象
徴
で

あ
る
桜
並
木
を
歩
き
、
感
慨
も
ひ

と
し
お
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
会
員
の
皆
様
と

共
に
交
流
を
深
め
、
北
嶺
会
発
展

の
為
に
私
達
に
で
き
る
こ
と
で
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

■
田
子
浦
支
部
だ
よ
り

県
立
二
期
卒
　
市 

川 

　 

緑
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北
高
だ
よ
り

「
八
十
一
年
目
の
北
高
を
や
り
抜
く
」

校 長 　 南 　 昌 明

　
就
任
し
て
二
年
目
に
な
り
ま
し
た

校
長
の
南
で
す
。
今
年
も
生
徒
の
た

め
、
学
校
の
た
め
に
、
精
一
杯
努
め

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
昨
年
度
は
同
窓
会
の
皆

様
の
お
陰
で
、
八
十
周
年
記
念
事
業

を
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
に
お
け
る
在
校
生

へ
の
厚
い
御
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
生
徒
た
ち
は
、
そ
の
御
支
援
の
お

陰
で
昨
年
度
も
様
々
な
場
面
で
活
躍

し
て
く
れ
ま
し
た
。
進
路
面
で
は
、

就
職
率
は
早
々
と
一
〇
〇
％
と
な

り
、
さ
ら
に
公
務
員
で
は
富
士
宮
市

役
所
、
県
学
校
事
務
、
消
防
士
な
ど

に
も
合
格
し
ま
し
た
。
ま
た
、
進
学

で
も
国
公
立
大
学
の
合
格
者
が
増
加

し
て
七
名
と
な
る
な
ど
躍
進
い
た
し

ま
し
た
。

　
部
活
動
面
で
は
、
全
国
大
会
に
男

子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
陸
上
競
技
部

及
び
相
撲
部
の
三
部
が
出
場
し
、
東

海
大
会
に
は
前
記
三
部
に
加
え
て
、

弓
道
部
と
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が

出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
演
劇
部
が

久
し
ぶ
り
に
県
大
会
に
出
場
し
た

り
、
書
道
部
が
県
の
書
道
展
で
入
選

を
果
た
し
た
り
す
る
な
ど
文
化
部
の

活
躍
も
あ
り
、
幅
広
く
高
い
レ
ベ
ル

で
の
活
動
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
も
校
訓
「
覇
気
・
信
念
・
明

朗
」
を
体
現
す
る
た
め
に
合
言
葉
に

し
て
い
る
北
高
伝
統
の
「
や
る
気
・

根
気
・
負
け
ん
気
」
を
持
っ
て
、
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
取
り
組
ん
で

き
た
成
果
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　
さ
て
、
四
月
に
入
り
、
新
入
生

二
四
六
名
が
合
格
の
喜
び
と
と
も
に

入
学
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
教
職
員

は
新
規
採
用
教
員
の
四
名
を
迎
え

て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
体
制
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
の
入
学
し
た
生
徒
た
ち
が
三
年

生
と
な
り
大
学
受
験
す
る
際
に
は
、

大
学
入
試
方
式
が
大
き
く
変
わ
る
予

定
（
高
大
接
続
改
革
）
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
高
校
の
新
し
い
学

習
指
導
要
領
も
三
月
に
告
示
さ
れ

て
、
四
年
後
に
は
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
高
校
と
し
て
は
ま
さ

に
過
渡
期
に
差
し
掛
か
り
、
学
校
自

体
が
変
わ
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
時
期
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。

　
こ
う
し
た
時
こ
そ
、
変
化
に
目
を

奪
わ
れ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
、
今

ま
で
の
本
校
の
同
窓
生
の
皆
様
の
持

ち
味
と
な
っ
て
い
る
「
や
り
抜
く
こ

と
」
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
、
活
躍

さ
れ
て
い
る
本
校
の
同
窓
生
の
方
々

に
様
々
な
機
会
に
お
会
い
し
て
、
仕

事
や
そ
の
ほ
か
の
活
動
を
「
や
り
抜

い
て
い
る
」
凄
さ
や
大
切
さ
を
強
く

感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度

も
同
窓
生
の
皆
様
の
御
協
力
と
御
支

援
を
賜
り
な
が
ら
、
北
高
は
一
歩
一

歩
前
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
度
の
全
国
商
業
高
等
学
校

協
会
主
催
の
検
定
試
験
三
種
目
以

上
一
級
合
格
を
果
た
し
た
生
徒
で

す
。
検
定
試
験
は
簿
記
、
珠
算
、

電
卓
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
、
ビ
ジ
ネ

ス
情
報
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
英

語
、
商
業
経
済
、
会
計
実
務
の
九

種
目
で
す
。
特
に
秋
山
笑
夢
さ
ん

は
電
卓
部
門
で
満
点
を
取
り
満
点

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
受
賞
者
は

以
下
の
通
り
で
す
。

７
種
目
取
得
　
　
深
澤
　
萌
衣

６
種
目
取
得
　
　
古
屋
　
結
菜

５
種
目
取
得
　
　
赤
澤
　
香
子

　
武
口
　
歩
夢
　
鈴
木
愛
里
紗

３
種
目
取
得
　
　
秋
山
　
笑
夢

　
櫻
井
　
響
子
　
土
橋
　
沙
菜

　
山
﨑
　
亜
美
　
芦
川
　
汐
里
　

　
遠
藤
　
美
月
　
佐
野
　
孝
太
　

　
田
中
　
智
士
　
中
川
　
優
希

　
望
月
　
千
春

全商検定１級３種目以上合格
平成 29年度 15 名
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ー
　
進
　
学
　
ー

《
大
学
等
へ
の
進
学
》

　
進
路
を
選
択
す
る
時
、
生
徒
自
身

が
「
自
分
の
幸
せ
と
は
何
か
」
と
問

い
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
「
第

一
志
望
（
校
）
」
を
選
ぶ
時
も
、
そ

こ
で
の
学
び
が
自
分
の
幸
せ
に
つ
な

が
る
の
か
、
を
考
え
て
選
択
す
る
こ

と
が
最
も
大
切
に
な
り
ま
す
。
本
年

度
の
生
徒
達
の
多
く
は
、
そ
こ
を
理

解
し
、
深
く
悩
み
な
が
ら
も
自
ら
の

学
び
を
求
め
て
進
学
し
て
行
き
ま
し

た
。
過
去
の
進
学
モ
デ
ル
が
変
容
し

て
い
く
中
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
重

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
ろ
う
か
と
考

え
ま
す
。
彼
ら
自
身
が
、
自
ら
の
幸

ー
　
就
　
職
　
ー

　
平
成
二
十
九
年
度
は
、
こ
こ
数
年

の
景
気
回
復
を
背
景
に
高
校
生
の
就

職
環
境
は
大
幅
に
改
善
し
企
業
の
採

用
意
欲
も
さ
ら
に
高
ま
り
、
雇
用
情

勢
も
大
き
く
改
善
し
ま
し
た
。

　
本
校
に
お
い
て
も
、
昨
年
を
超
え

る
求
人
を
い
た
だ
き
、
就
職
を
希
望

す
る
生
徒
に
と
っ
て
は
恵
ま
れ
た
状

況
で
し
た
。
九
月
十
六
日
の
入
社
試

験
開
始
後
、
昨
年
に
引
き
続
き
ニ
ケ

月
あ
ま
り
で
就
職
希
望
者
全
員
の
内

定
を
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
三
年
間
高
い
目
標
を
持

ち
続
け
、
日
々
勉
学
・
部
活
動
等
継

続
し
て
努
力
を
積
み
重
ね
て
き
た
生

徒
の
頑
張
り
は
勿
論
で
す
が
、
同
窓

生
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に

ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
お
陰
で
あ
る

と
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
　

　
今
年
度
も
、
好
調
の
現
状
に
甘
え

る
こ
と
な
く
、
幅
広
い
業
種
で
求
人

を
い
た
だ
け
る
よ
う
全
職
員
一
丸
と

な
っ
て
新
規
開
拓
も
継
続
し
て
行

い
、
生
徒
が
就
職
先
に
よ
り
よ
く
適

応
し
、
進
歩
・
向
上
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
就
職
指
導
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

せ
を
考
え
る
た
め
に
し
っ
か
り
と
寄

り
添
っ
た
指
導
を
心
が
け
て
ま
い
り

ま
す
。

《
専
門
学
校
へ
の
進
学
》
　

　
専
門
学
校
は
、
大
学
・
短
大
進
学

以
上
に
職
業
に
直
結
す
る
進
路
で
す
。

そ
の
道
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と

な
る
た
め
の
教
育
を
受
け
る
の
で
す

か
ら
、
高
校
の
時
点
で
強
い
気
持
ち

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

特
に
国
家
試
験
合
格
を
目
的
と
す
る

学
校
で
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
学
力

が
必
須
で
す
。
更
に
学
力
の
み
な
ら

ず
、
社
会
人
と
し
て
の
人
間
力
や
判

断
力
が
必
要
で
す
。
高
校
生
活
を
積

極
的
に
送
る
こ
と
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

●内定者の科別内訳
商業科　　男子　23 名 　女子 26 名

 　　　　 合計　49 名

普通科　　男子　10 名 　女子　5 名

 　　　　 合計　15 名　

●主な就職先
アイエイアイ・アマダ・アリエ・アミノ・
五十鈴中央・さくら歯科・三生医薬・ジャ
トコ・シンコーラミ・ダイオーロジス
ティクス・テルモ・ＪＲ東海・東芝キャ
リア・図書印刷・トヨタ自動車・小田
急西富士ゴルフ・西山工業・ニッピコ
ラーゲン工業・日本軽金属・日本プラ
スト・日本郵便・パーパス・ビヨンズ・
富士山本宮浅間大社・富士宮信用金庫・
富士信用金庫・富士宮通運・ＪＡ富士
宮・ポリプラスチックス・マルツ電波・
ミヤマ工業・望月鉄工所・山崎製パン・
静岡市消防・静岡県職員・静岡県警察・
富士宮市役所・陸上自衛隊　等

部 

活 

動 

報 

告

平
成
二
十
九
年
度  

進
学
・
就
職
状
況
報
告

主 な 合 格 先
● 国公立大学　7 名
室蘭工業大学・高崎経済大学・静岡県立大学・
山梨県立大学・長崎県立大学　
● 私立大学　71 名
法政大学・文教大学・東洋大学・専修大学・
順天堂大学・埼玉医科大学・東京経済大学・
常葉大学・静岡英和学院大学・静岡福祉大学・
日本大学・愛知学院大学・愛知文教大学・鎌倉
女子大学・岐阜女子大学・駒沢女子大学・国士舘
大学・桜美林大学・神奈川大学・神奈川工科大学・
千葉工科大学・千葉商科大学・東海大学・東京
電機大学・東京都市大学・関東学院大学　他　
● 短期大学　15 名
静岡県立短期大学部・常葉大学短期大学部・静岡
英和学院大学短期大学部・日本大学短期大学部　他
● 専門学校　71 名
富士市立看護専門学校・ＪＡ静岡するが看護
専門学校・富士リハビリテーション専門学校・
国際観光専門学校・静岡県立沼津技術専門校・
中央調理製菓専門学校・聖ヶ丘教育福祉専門学校・
資生堂美容技術専門学校・イムス横浜国際看護
専門学校・横浜市医師会聖灯看護専門学校・
横浜医療専門学校・日本大学医学部付属看護専門
学校　他

部活動の詳細については宮北ホームページにて
アドレス http://www.edu.pref.shizuoka.jp/fujinomiyakita-h/home.nsf/

全国総体　出 場 !!
男子ソフトテニス部陸上競技部

〔走高跳〕松井　大地

〔棒高跳〕竹川　泰生

〔団体戦〕

〔個人戦〕
山之上雷己ペア佐野　恭馬　　

〔個人戦〕
岡部　孝耶ペア山口　　航　　


